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〈報告〉
第64回日本海法学会開催
専修大学法学部教授　田 邊 宏 康
１．はじめに
　2014年10月４日（土），第64回日本海法学会（理事長：山下友信東京大学大学院法学
政治学研究科教授）研究報告会・総会は，本学神田キャンパスにおいて開催された。
本稿は，その報告というか顚末記に近いものである。
　日本海法学会（以下「海法学会」という。）は，海法について主として企業活動に
関する法としての商法の一分野として研究する，300人超の研究者および実務家を
会員とする学会であり，戦後間もない1951年に設立されて以来60年を超える歴史と
伝統を有している。
　筆者は，有価証券法を主たる研究分野とするものであるが，船荷証券の研究に役
立つと考え，1990年に海法学会に入会し，2008年の第58回研究報告会（於中京大学）
において「物品証券の効力に関する新たな法律構成──カナリスの見解を基点とす
る近年ドイツ学説の受容可能性」というテーマで報告させていただいた。とはいえ，
筆者は，海法全般に関する知識が浅いうえに必ずしも熱心な会員ではなく，それゆ
えに海法学会の理事であった武知政芳法科大学院教授からの理事就任のお誘いも断
り続けてきたのであるが，武知教授の定年も近いことから，2012年10月に武知教授
の後任として海法学会の理事に就任した。汗顔の至りであったことはいうまでもな
い。
２．開催決定まで
　筆者が海法学会の理事に就任した翌年の2013年６月１日（土）に中央大学市ヶ谷
キャンパスで開催された海法学会の在京理事・監事会においては，本年度の開催校
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が議題に上った。本年度の開催校は，順番からすると中央大学のはずであったが，
中央大学は，同時期に日本私法学会（以下「私法学会」という。）を開催しなければ
ならないことから，本学に開催が打診された。本学は，海法学会の開催実績がなく，
近い将来確実に開催を引き受けざるをえない状況にあったため，大学側と相談の上，
回答することとした。
　本学には同一年度に１学部は１学会しか開催を認められないという原則があり，
本年度は，第１回の学会開催募集においてすでに法制史学会の開催が決定済みであ
ったため，学会開催の担当部署の学務課から当初頂いた返事は，本年度の本学にお
ける海法学会の開催は困難だということであった。しかし，その後，上の原則が多
少緩やかに運用されていることが判明し，学務課の三浦るみ子氏から学部長と相談
してほしいとの連絡を受けた。そこで，当時の法学部長であった坂本武憲法学部教
授と相談したところ，学会開催は本学のアピールにもなるということで，開催を約
束してくださり，６月20日にその旨をメールで山下理事長に伝えた。この時点で，
海法学会の開催から逃げることは困難になった。なお，三浦氏にはその後一貫して
海法学会の開催をサポートしていただくことになる。
３．開催日まで
　海法学会開催の日時とキャンパスの決定についても，紆余曲折があった。
　海法学会は，地方在住の会員の便宜を考慮して私法学会の前後に開催するのが慣
例であるが，本学には授業日に学会の開催が認められないという原則もあるため，
2014年の10月11日（土）および12日（日）に開催される予定の私法学会の前後の10
日（金）または13日（月。祝日であるが，授業日である。）には開催が認められなかっ
た。そこで，山下理事長と調整を重ね，10月４日（土）に開催することを決定した。
地方在住の会員に申し訳ない結果となったが，山下理事長が終始開催してくれるだ
けで助かるという態度でいてくれたことは大変ありがたかった。
　海法学会の開催日である10月４日には神田キャンパスで日本公益学会（以下「公
益学会」という。）が開催されることが決定済みであった。本学には同一日には１キ
ャンパスで１学会の開催しか認められないという原則もあるため，海法学会は生田
10号館で開催することになり，その旨を2013年７月13日（土）に中央大学市ヶ谷キ
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ャンパスで開催された海法学会の在京理事・監事会ならびに同年10月14日（月）に
同志社大学で開催された海法学会の理事・監事会において伝えた。しかし，その後，
当日は，生田10号館が学内行事のために使用できないことになり，三浦氏と相談し
たところ，一旦は生田９号館で開催することになった。しかしながら，100名足ら
ずの収容の教室しかない同館で海法学会を開始することにはかなりの無理があった
ため，年度明けに再度三浦氏と相談し，新築の神田５号館での開催を目指すことと
なった。上述のように10月４日には神田キャンパスで公益学会が開催されることが
決定しており，公益学会との調整が必要となったが，同学会開催の責任者であり，
海法学会の会員とも交友のあった佐島直子経済学部教授は，快く調整に応じてくだ
さり，神田５号館での海法学会の開催が事実上決定した。また，懇親会については，
神田キャンパスで40名以上の懇親会に使用できそうな場所は，神田１号館15階の
「報恩の間」くらいであるが，そこはすでに公益学会が押さえていたため，神田キ
ャンパス近隣の「神保町ダイニングカフェ　エスぺリア」で行うことにした。
　昨年度までは，本学の海法学会の会員は，武知教授と筆者のほか出口正義法学部
教授の３名のみであったが，2014年４月に本学に入職された土田亮法学部教授と萬
澤陽子法学部専任講師が新たに海法学会に入会され，本学の海法学会の会員は，５
名になり，潘阿憲法学部教授と松岡啓祐法科大学院教授も，当日の手伝いを約束し
てくださり，非常に心強い学会開催体制を築けた。また，学会の事務局を務められ
ている宮本航平中央大学准教授は，メールで懇切丁寧にアドバイスしてくださり，
大変ありがたかった。
　2014年の９月上旬に海法学会の案内状が発送され，夏休み明けには学会開催準備
も本格化した。学会慣例の開催校挨拶については，白藤博行法学部長にお願いした
ところ，快く引き受けてくださった。アルバイトについては，大学院法学研究科博
士課程の澤山裕文氏のほか５名の大学院生に頼んだ。上述のような日程の事情から，
本年度の海法学会は，出席者が少ないことも懸念されたが，葉書とメールによる出
席の連絡は，100名に昇り，宮本准教授からは「100名の出席者を迎えるのは近年な
かった事態です。受付業務も例年になく大変なものになるかもしれません」という
メールをいただいた。緊張もあって，開催日前日の眠りは浅かった。
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４．開催日当日
　2014年10月４日（土），我々は，午前８時に集合し，会場の設営に取りかかった。
普段から懇意にしてくださっている石田清彦東海大学法学部長と小野寺千世東海大
学法学部教授も，早い時間に駆けつけて会場の設営を手伝ってくださった。
　午前中の研究報告においては，事情により第１報告と第２報告の順番を入れ替え
ざるをえないというアクシデントが生じたが，大きな混乱もなく学会を終了するこ
とができた。２つの研究報告と海商法の改正を扱うシンポジウムがそれぞれ学術的
に意義深いものであったことはもちろんのこと，この日わざわざ小淵沢から海法学
会の挨拶のためだけに駆けつけてくださった白藤学部長の挨拶は，法科大学院制度
から海法学会のあり方にまで話が及ぶ内容豊かなものであり，山下理事長の挨拶も，
本学の歴史的意義に触れるきわめて配慮のあるものであった。学会の出席者は，聴
講者も含めて108名に昇った。シンポジウムにおいて海商法改正が扱われた関係で
法務省から松井信憲民事局参事官らが出席してくださったことも，特筆に値しよう。
他方，専修大学は，学会からの開催校謝礼で足りない分の補助金を支出し，その他
にもさまざまな面で学会開催の便宜を図ってくれた。後日聞いた話によると，新築
の神田５号館は，会員にすこぶる評判がよかったようである。懇親会は，近年にな
い50名の参加者があり，大いに盛り上がった。懇親会終了後は，靖国通りの中華料
理店「新世界飯店」にて武知教授，石田教授および土田教授が慰労してくださった。
神田キャンパスにおいて同時に開催された公益学会も，成功裏に終了したと伺って
おり，ほっとしている。
　なお，上述のように海法学会は，私法学会の前後に開催するのが慣例であるが，
仮に私法学会の後の10月13日が開催日であったとしたら，その日は台風19号の影響
で JR や航空各社で運休，欠航が相次ぎ，翌日未明には関東地方が暴風域に巻き込
まれたため，学会をまともに開催することはできなかったであろう。その意味で，
海法学会を10月４日に開催したことは，結果的に幸運であった。
　唯一の心残りは，本稿に掲載できるような写真を撮っておかなかったことである。
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５．むすびにかえて
　本年度は，本学において法学系の学会として海法学会のほか法制史学会と日本家
族〈社会と法〉学会の３つの学会が開催された。近々には，本学における日本刑法
学会の開催も予定されているようである。
　一部の大学においては，ほぼ毎日のようにどこかで学会が開催されている。学会
は，──筆者は，およそ有力者とはいいがたいが──当該学会の理事等の有力者が
在籍する大学で行われる場合が多い。その意味で，学会が多数開催されている大学
は，多少なりとも研究の盛んな大学であると推測される。他方，ノーベル賞受賞者
を輩出した京都産業大学や名城大学の評判が一時的であっても大きく上がったこと
から明らかなように，中堅私立大学に関しても研究力の向上が期待されていること
は疑いない。その意味で，最近の本学において多数の学会が開催されるようになっ
てきていることは，喜ばしい事態といえよう。
　上述のように本学には「同一年度１学部１学会」および「同一日１キャンパス１
学会」の原則があるが，法学部が３学会を開催し，同一日に神田キャンパスにおい
て２学会が開催された本年度においてこれらの原則は，事実上ほぼ崩れ去ったと考
えてよいのではあるまいか。そして，このことは，本学にとってプラスにこそなれ，
マイナスになるものではあるまい。さらには本学の「授業日学会開催不可」の原則
も，再考を要するところである。このような原則は，おそらく多くの大学には存在
しないであろう。学生諸君にとっても，たまには学会の看板と全国から集まってく
る研究者達を横目に見ながら校門をくぐることは，研究機関としての自校の存在意
義を認識する良い機会であり，自校を誇りに思う気持ちに繋がってくるように思わ
れる。もっとも，ただでさえ教室が足りない専修大学のキャンパス事情を考慮すれ
ば，この原則は，現状では動かしにくい原則ともいえようか。
〔専修大学における第64回日本海法学会研究報告会・総会の開催に関しては，専修大学当局の
ほか，本稿においてお名前を挙げさせていただいた方々，とくに山下友信先生，宮本航平先生，
坂本武憲先生，白藤博行先生および三浦るみ子様には，本当にお世話になりました。ここに改
めて御礼を申し上げます。〕
